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1． は じめ に

　 『瑜伽 師地論』 （以 下 r瑜伽 論』）の 心所に 関する従来の 研究 は ， 法の 数や分類 に

関す る もの か
， 煩悩 ・随煩悩 ・

不 定心所 を 限 定的 に取 り上 げ た もの が 多い
1＞
． そ

の 結果 ， 心所 の 数や 分類 に 関 して ， 「瑜伽 論』 内部で 矛盾 した立場が 存在す る こ

とが明 らか に されて い る． しか し
一

方で ， 個 々 の 心所が ， どの 箇所 に お い て どの

よ うに 定義的 に規 定 され る の か ， また ， 規定 され な い もの が あ るの か とい う点 に

つ い て は 考察 が な され て い ない ． 個 々 の 定義 は ， そ の 法が どの よ うに理 解 され て

い た か を具体 的に 知 る うえで も重要 な手がか りに な る と考え られ る． そ こ で ， 本

稿 で は， 『瑜伽 論』 に お ける 心所 の 定義 的用例 を回収 し ， 検 討を加 え ， 従来 と は

異 な っ た視点 か ら
， 『瑜伽論』 にお け る 心所説の 特徴 の

一
端を明 らか に した い ．

2 ． 『瑜伽論』 にお け る心所の 定義的 な用 例 の 回 収

　検討対象 の 心所 は ， 「意地」 にお い て ， 意識 の 同伴 （sah5ya ）と して 列挙 され る
2＞
．

『大乗阿毘達磨集論』（以下 r集論』）の 法体系 にお ける心 所 と比 較す る と ， 『瑜伽論』

の 漢訳 に見 られ る 邪欲 ・邪勝解 の 有無 ， 見 を五 見 に 開 くか否 か とい う違 い はあ る

が ， 概 ね一
致する ． 瑜伽行派に お い て

， 何 を心所 と して数 える か に つ い て ， 『瑜

伽論』「意地」の 理解が基 に な り， 後の 論書 に引 き継 が れ た と考え られ る． そ れ

ら を 「意地 」所説 の 分類方法 に従 っ て A 〜E に ま とめ る と次の 通 りで ある
3）
．

A （5） 1．作意 （manask 互ra）〜5．田げ』、（cetan 巨）

B （5） 6．欲 （chanda ）〜10．慧 （pralna）

C （11） ll．信 （9raddh巨）〜21．不害 （ahi珥 s巨）

D （26） 22，貪 （r巨ga）〜49．不正 知 （asa 叩prajanya）

E （4） 50．悪作 （kauk其ya）〜53．伺 （vicara）
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　こ れ らの 定 義的 な規 定 と して ， 『集論』や 『大乗五 蘊論』 に おい て
一

切 法 を定

義す る 文言 の 形式 （「
… とは何 か （katamat）．…

で あ る．」） と 同様 に
， 『瑜伽 論』 に お

い て も ，
こ の 形式 を定義 的 な規定 と して仮定 し ， 用 例 を回 収 した ． そ の 結果 を，

心所 とそ の 定義箇所に つ い て 示す と， 次の 通 りで あ る．

「本地分 」 「意地 」 → AB4 ）

「有尋 有伺等三 地」 → D の
一・

部 （見 （五 見），
22．貪，

23．恚 ，
25．慢 ，

24。

無明，27．疑押

「三 摩咽多地 」 → 9．三 摩地
6）

，
DE の

一
部 （五 蓋の 解説に お け る 40．棔沈，

49．睡 眠 ，41．掉 挙 ， 48．悪 作 ， 27．疑）
7〕

「声聞地」→ 44．放逸
s）
，22．貪

9）
，3，受

10冫
， 20．捨

11）

「菩薩 地」 → 菩 薩の 慚愧
12＞

「摂決択分」 「五識 身相応 地意 地 決択」 → ABl3）
，　 A の

一
部 （3．受蘊 ，

4．想蘊）
14）

「有尋有伺等二地 決択 」 → D の
一

部 （見 （五 見 ），22．貪 ，
23．恚 ，

25．慢 ，

24，無明，27．疑）
15）

「菩薩i地決択」 → 菩薩の 慧
16）

「摂事分」 44．放逸
17）

3 ． 回収 され る定義的な用例につ い て の 検討

　A と B に 関 して
， 「意地 」や 「摂決択 分五 識 身相応 地意地」 に ま とま っ て 見 ら

れ る． 「意地」 と 「摂決択 分五 識 身相 応 地 意地 」 とで は， い くつ か の 定義 に 関 し

て 文言が 異な るが ， 定義 す る 心所 の 順序 は
， 「意地 」に お け る 心作用 の 列挙の 順

序 と一
致する． 規定の 仕方 につ い て ， まず 「（a）端 的 に何 か 」 とい う定義 を AB

の 1− 10 につ い て 説 き ， 続 い て 「（b）そ の 作 用 （karrnan）」 を示す． 『瑜伽論』 の 後

に 成 立 した 『集論 』 や 『顕 揚 聖教 論』 で は ， 『集論』 の 受蘊 と想蘊以 外の 全 て の

心 所に つ い て 「定義 ＝ （a）＋ （b）」 とい う形式で 定義す る． 『瑜伽論』で は ， 「意地」

と 「摂 決択分 五 識 身相応 地意 地 」 に お ける AB 以 外 の 心 所 の 規 定 に （b）の 要素

を含ま な い た め ， 形式 に 関 して 『集論』等 へ 影響 を与 え たの は 「意地 」や 厂摂決

択 分五 識身相応地 意地」で あ る と推定 され る ． た だ し
， 「意 地 」や 「摂 決択 分五

識身相応 地 意 地」 にお い て は ， 個 々 に 「定義 ＝ （a）＋ （b）」 とい う形式を と っ て お

らず ， （b） の 規定 を定義 に含め る の は ， 後の 論書の 視点 とい える ．

　C に 関 して
， 「声聞地」に お い て ， 瞑想 の 対象 とな る捨の 特徴 （upe 頃 nimitta ）と

関連 して 20．捨 （upeksa ）が 規 定 され ， 特 定の 修行 に即 した内容で 説か れ る ． また
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「菩薩地」で は ， 「菩薩の 」 とい う限定を ともな っ た慚愧が 規定 され る．

　D に関 して ， 22．貪 （raga ）〜27．疑 （vicikitsa ）の 6 つ につ い て
， 「有尋有伺 等三 地」

や 「摂決択分 有尋 有伺等三 地 」 に規定 され る ． た だ し ， 26．見 （dr＄ti） を 5 つ に 開

い た五 見が まず説か れ ， 続い て 22．貪 （raga ）， 23．恚 （pratigha），25．慢 （m 珈 a），
24．

無 明 （avidya ）， 27．疑 （vicikits5 ）の 順 に説か れ て お り， 「意地 」 に列挙 さ れ る順序

と
一
致 しない ． また

， 「有尋有伺等三地」「三 摩咽多地」「摂決択分有尋有伺等≡≡地」

に お け る 27．疑 （Vicikitsft）の 定義が
，

い ず れ も異 な る．

　E に 関 して
， 「三 摩咽多地」 に お け る 五 蓋の 解説に お い て

，
48．悪作 （kaukrtya）

と 49．睡 眠 （middha ）が 定 義 され る ． た だ し，
五 蓋 の 枠組 み に 沿 っ て D の 40．棔

沈 （styana ） と 41．掉挙 （auddhatya ） も解説 す る た め
， 「意地」 にお け る分類 DE の

枠組 み とは異 な る 観点 か ら定義 され て い る．

　以 上 の よ うに ， 「意地 」 や 「摂決 択 分 五 識 身相応 地 意 地 」 の AB を除 け ば
，

い

ずれ も 「意地」で 設定され た列挙の 枠組み と接点を見出 し難 く， 各箇所 の テ
ーマ

に沿 っ た枠組 み と 目的 に お い て 規定 され て い る と考 え られ る． また
，
1 つ の 心所

が 複数 回定義 され る場合， 同 じ定義 もあ る
一

方で ， そ うで ない こ との 方が 多 い ．

4 ． お わ りに

　以 上 の こ とか ら ， 各章か ら抽 出 した 定義 は
， あ くまで その 箇所 の テ

ー
マ が 及 ぶ

範囲に 限 り適用可能な もの で あ り， こ れ を即 『瑜伽論』全体 に わ た っ て 適用 す る

こ とは ， 適 切 で は な い で あろ う． 『瑜伽 論』 の 心所 の 定義 を め ぐる こ の よ うな状

況 は ，
こ の テ キス トの 段階 に お い て ， 必 ず し も 『瑜伽論』全 体 に 適用 で きる よ う

な定義が な され る必要が なか っ た こ とを示 唆する． 既 に 述べ た よ うに ， 心所 に 関

して
， 『瑜伽論』 以 降の 論書 は 「意地 」 に お け る理 解 を基 本 的 に 引 き継 い だ と考

えられ る が ，
この よ うに ， 「意地」 に はある程度 ま とま っ た理解 が 見 られ る

一
方 で ，

各心所 に 関 して 『瑜伽 論』全体 に適用 可 能な 定義が な され て い ない 点 ， す なわ ち ，

そ うい っ た 定義が 必 要 な か っ た とい う点が
， 『瑜伽 論』 の 心 所説 の 1 つ の 特徴 で

あ る． 各章に お ける テ ーマ との 関連性 の 中で
， 必要 に 応 じて

， その 都度定義すれ

ば 内容 を理 解で きる とい うの が
， 『瑜伽 論』 の 立場 で あ っ た と考 え られ る．

一
方

で
， ア ビ ダル マ 論書 的 な性格 が 強 い 『集論』 等で は

， 同テ キ ス ト全 体に 適用可能

な
一

切 法 の 定義が な され るが ，
こ の 点で 両者 に は相違 が あ る ． 両者の 心所 を比較

して も， 必ず しも論書 と して の 比較が で きな い 点 に注意は必 要で あ ろ う．
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1）水野弘元 『パ ー リ佛教 を中心 とした佛教の 心識論』 （山喜房佛書林，1964），pp．318−

322．清水 海隆 「『瑜伽 師 地論 』 に お け る心 所説 の
一

考察」 （『印度學佛教學研究』 28−1，

1979）， pp．162− 163，　 Sung−doo　Ahn ，　Die 　Lehre　von 　den　KleSas　in　der　Xog冴c∂rαわ緬 雁
，
　Alt− und

Neu−lndische　Studien，　Band　55 （Stuttgart　i　Franz　Steiner　Verlag
，2003）．そ の 他，論考多数．

2 ）MBh 　ll．14− 20．心所の 数 に 関 して は 問題 が あ り， 梵本 と蔵訳 は邪欲 と邪勝解 に 対応

す る語 を欠 く．後代 に お い て こ の 2 つ が除 か れ た 可 能性が ある が ，そ の 理 由に 関 して は

問題 が残 る．今回 の 検討で もこ れ ら 2 つ の 定義的用例 は確 認 され ない ．　　　 3 ）MBh

57．1〔｝− 17．梵 文 写 本 と蔵 訳 と漢訳 とに 基づ き，p．57．12の 9raddh5°

を chand5
°

に
，
　 p．57．15

の sarpprajanya
° を asamprajanya

°
に 訂正 ．　　　 4 ）MBh 　60．1−6L2．　　 5）SavBh　62．3−

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 f

68．7．　　　 6 ）SamBh 　l30．5．　　　 7 ）SamBh 　132．1−136．6．　　　 8）SrBh　l　6．7− 13．

9 ）　SrBh　II　62．19−64．3．　　　　10）　SrBh　II　180．14−20．　　　　11）　SrBh　III　66．6−8．

12）BBhD 　l71．9−12，　 BBhw250 ．8− 12．た だ し愧 に つ い て は ， こ こ で は原 語 が vyapatr5pya

だか ら ，
C の 13．愧 （apatrEpya ） とは 区別 され る．　　　 13）VinSg　D 　zhi 　58b7−59b2，

　P　zi

61b8−62b4，　T 　601c14−602a7．　　　 14） VinSg　D 　zhi 　37b6−38b2，　P　zi　40a4−b7，　T　593b13−c6 ．

15）SavBh　96．2（〉−102．8．　　　 16）V重nSg 　D 　zi　32b6，　P　
’i　33b2−3，　T　709al1−12．　　　 17）VasSg

Dzi284b4 −285a5，P
’
i325b7−326b3，

T844c26 −845a21．

＜略号 と使用テ キス ト＞

MBh （Manobhtimi）： The　Yog 互c δrabhtimi 　of 　A　c δrya 　Asafiga．　Edited　by　Vidhushekhara

Bhattacharya．　Part　I．　Calcutta： The 　University　of 　Calcutta
，
1957．　SavBh （Savitarkasa−

vicdradibhfimi ）： Sung−doo　Ahn （2003）．See　note 　l．　 SamBh （Samahitabhtimi）： Samihita

劭 痘η助 ’ D α3 κ卯 ”θ1舫 8r 伽 η軍θ融 α加 θ Versenkung　im　Grundteil　der｝Yoga
’
carabhtimi ．　Edited　by

Martin　Delhey．2vols．　Wien ： Arbeitskreis　fUr　Tibetische　und 　Buddhistische　Studien　der

Universitat　Wien ，　2009．　 SrBh　1
，
　II

，
　III（S

’
ravakabhtimi ）1＝大正大学綜合佛教研 究所 声聞地

研 究会 『瑜伽論 声聞地 第
一

瑜 伽処 　　サ ン ス ク リ ッ ト語 テ キ ス トと和訳 　　』 （山喜

房佛書林， 1998），
II≡ 同研究会 『瑜伽論 声 聞地 第二 瑜伽 処 付 非三 摩咽 多地 ・聞所成

地 ・思所成 地　　サ ン ス ク リ ッ ト語 テ キ ス ト と和 訳　　』 （山喜房 佛 書林 ，
2007），

III＝

同研究会 「梵文声聞地 （二 十 三 ）
一

第三 瑜伽処 （2）和訳
・
科文一 」 （「大正大学綜

合佛教研 究所年報』31，2009）．　 BBhD （Bodhisattvabhtimi）： Bodhisattvabhtimi：　Being　the

i￥Vth　Section　ofAsahgapada 　
’
s 】rog覆cbrabhfimi ．　Edited　by　Nalinaksha　Dutt．　Tjbetan　Sanskrit　Works

Series　VII．　Patna： K ．　P．　Jayaswal　Research　lnstitute，1966．　 BBhw （Bodhisuttvabhtimi）：荻原 雲

来 『梵文菩薩地経 』 （覆刻版 ， 山喜房佛書林，1971．初版 1930−1936）． VinSg （佐雌 c砂 α8αη2
−

graha4i）D （no ．4038），
P ［110− 111］（nQ ．5539），T ［30］（no ．1579）．　 VasSg （Vastusapt−

graha厚i）D （nos ，4039−4040），
P ［111］（nos ．554〔｝−5541），T ［30］（no ．1579）．

〈キ
ー

ワ
ー ド〉　『瑜伽師地論』，

Yogacbrabhtimi，心所 ，
　 caitta

， 定義

（京都大学大学院）
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